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論 文 内 容 の 要 旨
高齢者における摂食嚥下機能の低下は，生活機能を障害する可能性がある。本研究は，地域在住高齢者の生活機能に
着目した摂食嚥下障害の実態とその特徴を把握することおよび摂食嚥下障害患者におけるリハビリテーション効果に
影響を与える生活機能因子を明らかにすることを目的とした。地域在住高齢者においてはThe １０-Item Eating Assess-
ment Tool（EAT-１０），摂食嚥下障害患者においては高齢者総合的機能評価（Comprehensive Geriatric Assessment；
CGA）で評価を行い，以下の結果を得た。
１）摂食嚥下障害の疑いのある者の割合は，自立高齢者で２５．１％，介護保険受給者で５３．８％であった。
２）自立高齢者では，むせの症状が多くみられ，重度要介護者では，むせだけでなく固形物の嚥下困難感やQOL低
下を訴えるものが多かった。
３）摂食嚥下障害患者では，摂食機能が低い者ほど，生活機能は障害されていた。
４）初診時のVitality Index（意欲の指標）が高値を示した者ほど，摂食嚥下リハビリテーションの効果が高かった。
論 文 審 査 の 要 旨
本研究は，地域在住高齢者の生活機能に着目して摂食嚥下障害の現状を調査したうえで，摂食嚥下障害患者における
リハビリテーションと生活機能との関連性を検討している。その結果，地域在住高齢者では，摂食嚥下障害の直接的な
自覚症状だけでなく，精神的負担などの生活機能障害も生じる事が明らかになった。また，摂食嚥下障害患者において
は，摂食機能と生活機能は関連性を示し，特に意欲が摂食嚥下リハビリテーションの効果の予測因子として抽出され
た。これらの知見は効果的な摂食嚥下リハビリテーションを実施するにあたっての一助となる可能性を示唆するもので
あり，博士（歯学）の学位に値するものと審査する。
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